
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○基礎的･基本的な内容の定着を図る。
○自分の考えをもち、考えを広げたり深め
たりするための学び合い活動を充実させ
る。

○基礎的基本的な内容の問題（評価テストなど）の正答率を80％
以上にする。
○ペアやグループで話し合う活動で自分の考えを話すことができ
るように導入場面で問題を丁寧に読み、問題場面を把握して自
分の考えをもてるようにする。「自分の考えをもって話し合いに向
かえたか」という問いに対して８５％以上の児童が肯定的な回答
をできるようにする。

・主体的に学ぶ指導方法の研究を通して、授業改善及
び指導力の向上を図る。
・導入場面で問題の意味をつかむ時間を確保した上
で、ペアやグループで自分の考えを伝え合う場を設け
る。

B

・全職員で校内研究の取組を共通理解し、算数科を中心
に対話を取り入れた授業づくりを行うことができている。
・算数科の導入場面で「読みタイム」を導入したり、問題提
示の工夫をしたりしながら主体的に取り組めるように授業
づくりを行っている。継続して取り組むことで定着を図って
いくことが必要である。

B

・基礎的基本的な内容の問題（算数評価テスト）の正答率８０％以上
は５つの学年であった。
・ペアやグループで学び合う活動では、「自分の考えをもって話し合
いに向かえたか」の質問に肯定的な回答をする児童の割合は78%で
あり、継続して手立てを工夫していくことで、学び合いを深めていくよ
うにしたい。

B

・学力向上については分からない。児童はまじめで素直
に取り組んでいた。
・自分の考えをもち、伝えることは大事なことですが、
個々によっては難しいこともあります。継続し学び合い
を深めていってほしいと思います。

学力向上対策コーディネー
ター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

●各学年１回以上、自他の人権を守る大切さを学ぶ授
業を実践する。
●児童アンケート「友だちの気持ちを想像して声をかけ
たり見守ったりすることができたか」の割合を８０％以上
にする。
●あいさつ強化月間における調査で目標達成率８０％
以上にする。

・共通教材を用いた全学年での人権学習や人権教室を
実施する。
・夢の広場（人権教室）の年間計画を立案し、全職員で
実施する。
・年間を通して「ありがとうの木」「かがやきの木」を掲示
し、感謝する心や思いやりの心等の意識付けを行う。
・年３回あいさつ強化月間を設定し、クラスで目標を立て
て取り組むことで、あいさつへの意識づけを行う。

B

・共通教材や人権冊子を用いた人権学習や人権教室はこれ
から実施予定である。
・夢の広場では、全5回を計画を立案し、「人権」「仲間」「平和」
のテーマで行った。残りの2回は今後実施予定である。
・昨年から継続して「ありがとうの木」「かがやきの木」に取り組
んでおり、感謝する心や思いやりの心等意識する児童が増え
てきたが、個人差や学年差がある。
・昨年から継続して行っているあいさつへの意識づけが少しず
つできてきた。あいさつを返す児童が増えてきたが、自分から
行う児童は少ない。

B

・共通教材や人権冊子を用いた人権学習を計画的に実施することが
でき、様々な人権課題について学習することができた。
・夢の広場全５回を計画通りに実施した。最後の人権集会は、学年の
枠を越えて全職員で劇を行った。
・感謝する心や思いやりの心等意識する児童が80％を越えたが、今
後は、学年の枠を越えた取組ができるように意識づけをしていきた
い。
・あいさつを返す児童は100％であり、自分からあいさつを行う児童も
出てきた。今後も継続して行っていく必要がある。同時に教師があい
さつのお手本となる必要がある。

B

・朝のあいさつは恥ずかしさがあるのだろう。自分から
はしないが、大人が先にあいさつすれば、笑顔で返って
きます。
・これからも意識づけをされ、感謝する心、思いやりの
心等が増え、嫌なこと（いじめ）等がなくなることを願い
ます。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

●児童全員との個別面談を実施する。
●児童の様子や対応を共通理解するための職員全体
での話し合いの場を定期的に設定する。

・「心のアンケート」を実施するとともに、担任が児童と個
別面談を行う期間を年間に２回設定する。
・毎週の職員連絡会で、気になる児童についての共通
理解を図り、必要に応じてケース会議等を開く。

B

・前期に1回「心のアンケート」を実施した。アンケートを基に担任が
個別面談を行うことで児童の心の悩みなどを知り、心のケアや問題
解決への早期取組を行うことができた。
・毎週の職員連絡会での気になる児童についての共通理解は、全
校児童の様子の把握と職員全体のスムーズな関りの一助となった。

A

・前期・後期２回「心のアンケート」を実施し、アンケートを基に
個別に面談をすることで児童に寄り添い早期対応ができた。
・職員連絡会での気になる児童についての共通理解は毎回
行った。ケース会議も適宜行い、関係機関との連携もスムーズ
にできた。

A

・先生方はみんなやさしいです。
・心のアンケートが年2回ですが、時期があきすぎるとい
うことはないでしょうか。早期対応が大事となることなの
で。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童70％以上にする。
●自分のことを理解し、自分のことが好きと回答をした
児童70％以上にする。

・学校生活の中でどの児童も活躍できる場を作り、授業
の振り返りや帰りの会などで教師も子どもの良いところ
をほめる。
・帰りの会の良いところ見つけや道徳や学活などで自分
の良さについて考える機会を設け、その活動を継続して
いく。

B

・学校生活のあらゆる場で児童が活躍できる場を設定し、
児童教師がまず、お手本となり、どの児童にも同じように
良いところをほめることで児童の自己肯定感を高めてい
る。
・全学年が、帰りの会で友だちの良い所を発表する取組を
行っており、自分の良さに気づく児童が増えてきた。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答
した児童は９０％以上おり、それぞれに活躍の場を設定し、頑
張りやよさを教師がほめることで、児童が喜びや満足感を得て
いると考えられる。
・「自分のことが好き」と回答した児童は73％おり、どの学級でも
行われているよいところ見つけや委員会で実施している「あり
がとうの木」などの活動を通して自分のよさに気付くことができ
ていたと考えられる。今後、この活動を継続、発展させ「自己肯
定感」を高めていきたい。

A

・先生方はみんなやさしいです。
・自身のよいところは自身で気づかないので、活躍の場
やよさを伝えることは、自己肯定感を高める意味で大切
なことだと思います。これからも続けてほしいと思いま
す。

●「運動習慣の改善や定着化」 ●運動が好きになった、前より運動をするようになった
児童が８０％以上を目指す。

・学期に１回外遊び週間を設け、外遊びを奨励する。
・昼休みに外で遊ぶように声掛けをする。
・マラソンタイムや長縄跳びタイムの時間を設ける。

B

・学期に１回外遊び週間を設けるようにしているが、熱中
症予防の観点や、梅雨の時期にかぶり、外遊び週間を設
けても外遊びができないときもあった。
・マラソンタイムや長縄タイム、外遊び週間など、後期も外
遊びや運動を行うことを児童へ声掛けをしていく。 B

・学期に1回外遊び週間を実施し、外遊びの奨励を行った。
外遊び週間の期間は外で遊ぼうという意識をもち、遊ぶこと
ができている児童が増えた。
・スポーツチャレンジで８の字跳びに参加したり、マラソンタ
イム、長縄タイムなど、運動に親しむ時間を確保でき、児童
の体力の向上に努めることができた。
・運動が好きになった児童は80％に達しなかったが、運動
をするようになった児童は80％近くになった。

B

・参観してみて楽しい雰囲気が伝わってきました。運動
に興味が出れば、結果が出ます。
・体力づくりに外遊び週間を設けることはいいと思いま
すが、外遊びをしない児童が増えてきたということでしょ
うか。体を動かすことにより、集中力やストレスの発散
等もあるので外で遊んでほしいですね。

体育主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成

●健康調査「毎日、朝ごはんをたべることができました
か」の好意的評価を95％以上にする。
●きらきらかあど「朝ごはんを食べる」の好意的評価を
95％以上にする。

・早寝、早起き、朝ご飯の大切さを、保健だよりや掲示
物を通して呼びかける。
・栄養教諭の食育の授業や講話を計画し、実施に合わ
せて朝食週間を設け、より良い生活習慣の確立を図る。 B

・きらきらかあど「朝ごはんを食べる」の５月の好意的評価
は97％であったが、夏休み明けの健康調査「毎日朝ごは
んを食べることができましたか」の好意的評価は80％で
あった。
・保健だよりや掲示物、委員会活動、栄養教諭による授業
などを活用し、基本的な生活習慣や病気の予防、けがの
対応について呼び掛けた。

B

・きらきらかあど「朝ごはんを食べる」の11月の肯定的評価は
94.2％、冬休み明けの健康調査「毎日朝ごはんを食べることが
できましたか」の肯定的評価は91％であった。
・10月に栄養教諭に作成してもらった朝食についての動画を視
聴後、1週間朝ごはん頑張り週間を実施したことで、家庭を巻き
込んた活動を行うことができた。特に保護者や高学年児童は食
事のバランスを振り返ることができていた。

B

・朝食をとるということ、心、脳、体にとってもとても大事
なことです。これからも保護者を巻き込んだ啓発を続け
てほしいと思います。
・生活習慣の確立に努力されている。 保健主事

養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
（２時間）を遵守する割合を85％以上にする。

・毎週金曜日を定時退勤日とし、17時施錠を原則とす
る。
・一人一人が自分の仕事のやり方を見直し、タイムマネ
ジメントを行う。

B

・金曜日に定時退勤できるように、月曜から優先順位をつ
けて業務を行うように、日頃より伝達してきた。
・仕事の見直しやタイムマネジメントを意識している職員は
７５％である。

B

繁忙期以外は、勤務終了後２時間以内退勤を目指すよう伝
達しており、全体的によき方向へ向かっている。９２％の職
員が定時から２時間以内で退勤している。
・毎週休日出勤している職員への対応を考える必要があ
る。

B

・社会が働きやすい方向に進んでいます。無駄をなくし
ましょう。
・多忙な先生方、お疲れ様です。児童のためにありがと
うございます。先生方の心・体も大事です。改善方向に
向かってほしいと思います。

教頭、事務


○成績二期制に相応した学校行事や会議
等のスリム化を図る。

〇１つ以上の精選及び１つ以上のスリム化を行う。 ・事後の反省をもとに振り返りを行い、改善策を考え、
PDCAサイクルを機能させる。
・ICT機器を使い、時間短縮を図る。 B

・行事内容のスリム化を意識して振り返りを行ったり、ICT
機器を利用して研修内容の精選や時間短縮に取り組んだ
りすることができたと肯定的に回答した職員が９割を超え
ている。

B

・児童への学校生活アンケートの集計などにＩＣＴ機器を積
極的に活用し、教育活動のスリム化を意識して取り組むこ
とができた。研修内容の精選や時間短縮に取り組むことに
ついては、ほぼできており、８０％程度の職員が肯定的に
回答している。

B

・職場が楽しければ、連携できれば向上するでしょう。
・ICT機器を活用することで、時間短縮になりよかったで
す。 教務主任


（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎コミュニティ・スクールの推
進

◎地域人材を生かした体験活動 ◎コミュニティセンターと協力し、地域人材を生かした学
習を年に１回以上行う。
◎地域人材を生かした体験活動を通して、地域や地域
人材のよさに気づくことができた児童を80％以上にす
る。

・全学年において地域学習について、ゲストティー
チャーを積極的に招く。

B

・5年生では、JAと協力しながら米作りを行い、3年生では、コミ
センに出向いて松浦町について話を聞き松浦町への理解を深
めることができた。2年生では、生活科で町探検を行い、地域
の方にインタビューし、松浦町で働く人について知ることができ
た。半分の学年で地域人材を生かした体験学習に取り組むこ
とができた。残りの学年についても、後期に計画をしている。

B

・募金活動やヒマワリ、チューリップの球根植えなどの活動を通して、
他を思いやる心や自然や環境を守る優しい心を育てることができた。
・２年生は生活科で地域の郵便局や新聞販売店の見学、３年生は地
域のよさについての調べ学習、４年生は地域のごみ処理施設の見
学、５年生は米作りやサツマイモの苗植え、収穫後の料理教室、６年
生は茶道教室でそれぞれ地域人材を活用し、地域や地域人材のよさ
に気づくことができた。１年生は今後生活科の昔遊びをする予定であ
る。

A

・松浦町の人材のゲストティーチャーは、要請があれば
対応できます。
・地域の方との交流、地域を知るという意味でいい授業
ができていると思います。
・地域学習について積極的にされている。

ボランティア担当
特活主任

生活科・総合的な学習の
時間主任

○伊万里市就学支援委員
会の目的と進め方の共通
理解

○全教職員による支援を要する児童の理
解と支援に対する共通理解
○教員の専門性と意識の向上

○支援を要する児童のための理解の場の設定と、必要
に応じたケース会議の実施の割合を100％にする。
○職員アンケート「年度当初と比べ、特別支援教育に関
する専門性が向上したと思う」の割合を80％以上にす
る。

・臨機応変なケース会議を開催し、毎週の職員集会等
により情報を共有する。
・発達障害等に関する研修会を年２回以上実施する。

B

・子どもたちの困り感を職員集会等で情報を共有し、必要
に応じてケース会議を行うことができた。
・夏季休業中には特別支援教育エリアリーダーの先生を
招聘し、校内研修を行うことができた。 B

・相談があったケース会議は、必要に応じて開き、関係職員で話し合
うことができた。
・外部機関との話し合いや研修を行うことで、個別対応の大切さに気
づくことができ、特別支援教育に対する専門性の向上を感じる職員は
80％近くととなった。
・職員集会で支援の必要な児童の共通理解ができている。それらの
児童について、これからも組織的な声掛けを継続的に行う必要があ
る。

B

・児童により対応が違うと思いますので、職員間の共有
は大事だと思います。

特別支援教育
コーディネーター

〇ICT利活用の促進

〇伊万里市プログラミング教育「コアカリ
キュラム」の実施
〇ドリルアプリの積極的な活用

〇各学年に示す「コアカリキュラム」の内容を確実に実
施する。
〇週に一回はドリルアプリを利用する割合を100パーセ
ントにする。

・ICT支援員と連携し、隔週に１回プログラミン
グ教育をはじめとするICT関連の授業を実施する。
・週２回の算数タイムのうち、１回はEライブラリの算数学
習に取り組む。

B

・隔週のICT活用に関しては、プログラミングの「コアカリキュラム」の
実施を順調に行うことができたが、毎回授業を行うことはできなかっ
た。
・毎週のEライブラリの実施は学年によっては取り組めていないとこ
ろもあり、後期はすべての学年で実施していけるよう声掛けを行って
いく。

B

・プログラミングのコアカリキュラムの実施を順調に進めることができ
た。また、ICT支援員と連携し、オリジナルカリキュラムに取り組んだ
り、総合的な学習の発表資料作りに取り組んだりした。
・Eライブラリは週１回の実施割合は１００％に達することはできなかっ
たが、前回よりも実施している学年が増えた。また、様々な教科でEラ
イブラリに取り組む様子も見られた。

B

・設備の状況を見ると、できる環境が整っている。
・ICT活用が進んでいることが分かりました。

情報教育コーディネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

児童生徒支援教員
人権・同和教育担当
生活指導主任

学校名 伊万里市立松浦小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・児童の主体的な学びを目指して、算数科を中心に校内研究を進めた。今年度は「読みタイム」を導入～課題把握時に取り入れ、より問われていることを理解した上で問題に取り組めるよう研究してきた。来年度からは、東陵中校区の統合のため、人権・同和教育についての研究を進めていくことになる
が、本校が目指す主体的な学びは一人ではなく周りの人と進めていくことが必要になるため、安心して学習できる学校・学級づくりを目指していく。
・不登校及び不登校傾向や登校しぶりの児童が１年間の時期によって増加している様子が見られるため、特別な支援を要する児童については、今後もケース会議を開く等組織として対応していく。
・全学年において、松浦コミュニティセンターと連携し、地域人材を活用した郷土についての学習を行うことができた。来年度も続けていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・児童の主体的な学びを目指して、算数科を中心に校内研究を進めた。伝え合う場面において対話活動の様々なスタイルの中から選択し、授業を重ねていくうちに児童は対話の方法に慣れ、少しずつ自分から進んで活動する姿が見られるようになってきた。ICT機器が導入されてコミュニケーションの仕方は様々であるので、対話や交流、共
有の仕方を広げていくことも大切であると考えている。
・心のアンケートの実施、連絡会での気になる児童の情報共有を行いいじめ等の未然防止、早期発見、早期対応、再発防止に努めた。また不登校及び不登校傾向の児童についても全職員で共有できた。不登校及び不登校傾向児童や特別な支援を要する児童については、今後もケース会議を開く等組織として対応していく。
・２年～４年生において、松浦コミュニティセンターと連携し、地域人材を活用した郷土についての学習を行うことができた。今後は、１・２年生の昔遊び等、地域人材との交流をよりよい形で設定していけるようにしたい。

２　学校教育目標 よく学び、よく鍛え、心やさしい児童の育成

３　本年度の重点目標

〇あいさつや返事を自然にできる子ども

〇互いに考えを出し合い、高め合おうとする子ども

〇自他の人権を守る子ども


